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     実施    

      実施期間                       

 対象 安芸薬剤師会 会員薬剤師

 目的

      年  月     病院 地域保険薬局  連携 一
環    患者   検査値 一部及 外来癌治療患者 対
  治療情報 情報提供 開始   年 経過 

  情報提供    保険薬局      活用       
   今後更    病院  連携強化 図    目的  
        実施 



御回答頂  先生方 背景

性別

男    名

女    名

回答者数 97名
 回答     数 94枚 

 性別  記載    名 

 年齢  記載    名  薬剤師経験年数  記載    名 

年齢

  代   名

  代   名

  代   名

  代   名

  代  名

  代  名

経験年数

 年未満  名

    年   名

     年   名

     年   名

     年  名

     年  名

  枚       複数名分    記載  

 本     集計      回答     数     数     



     内容

• 患者      患者治療日誌 提示状況
                            

• 各種    活用状況 活用情報源     活用 具体例
                                    

•    患者治療日誌     困    点
                            

•    病院       閲覧並  活用状況
                            

• 薬薬連携 関  
                            



     集計結果
       



患者      患者治療日誌 提示状況

   本年 月末       患者治療日誌  提示 
      患者  受           
              提示患者人数  

 薬剤師  人 内 約    薬剤師     患者治療日誌  提示 経験

N=94

 患者 人数    名 全体  割

N=16
 不明  



各種    活用状況

   各種    活用状況     活用  情報源 
           
  薬薬連携      症状          疼痛        複数回答可  

 薬薬連携    活用 症状        活用率 高 

N=21

  種類 薬薬連携 症状          活用  薬剤師    



治療日誌 活用状況

 治療       方針        理解 活用   割合 全体    



各種    活用状況  薬薬連携    

   各種    活用 事例     具体例    
     記述                    活用 具体例            

 投与      (      確認    種類 治療方針 確認  複数回答 

薬薬連携    基本情報 確認

 支持療法 記述  病院薬剤師              投薬 時 活     
 処方 意図 追加薬剤 追加理由    患者        会話 出来  

連携    活用             充実

 保湿剤 残薬          疑義照会  追加対応 出来  
 点滴実施日 記載   服薬指導 吐 気等   確認         出来  
 他 医療機関受診 併用薬 併   相互作用             出来  

薬薬連携    活用    患者 薬物治療 問題点 把握 解決      



各種    活用状況  症状        

                                        疼痛        
 症状        

 疼痛        

 副作用 有無 確認    複数回答 
 服薬指導時  患者              充実       
    低下事象 対  指導           
 支持療法薬  便秘薬 頓服薬    服用        指導 活用   

患者  自身  日  体調変化 記録     

患者  自身  日  体調変化 記録     

 患者   痛  度合  理解     出来  
 患者   話         

  薬物療法      低下事象 対     充実 
   治療  対  患者  理解 充実      活用事例




